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は東京肉桂と記された輸入量を取り出してみると、1641 年 1850 斤、1650 年 1050 斤、
1651 年 5500 斤、1653 年 750 斤、1656 年 12500 斤、1682 年 1863 斤、1745 年 2213 斤、
1759 年 3770 斤、1763 年 150 斤となっている。他方、交趾・広南（ベトナム中部）か
ら も、1651 年 6150 斤、1653 年 700 斤、1654 年 700 斤、1656 年 4950 斤、1657 年



























































































3） 享保 7 年 8 月 27 日「和漢種六カ条」『大阪薬種業志』（大阪薬種業誌刊行會編、大阪藥
















































































































































































11） 明治 12（1879）年の実勢価格では、中国産桂枝の 100 斤当たりの価格が 7 円に対し、
国産根皮の価格が 20 円と二倍以上となっている（『大阪薬種業志』巻 4、p. 298）。
12） さつま町での調査を通じて、ケシンが薬用資源として域外に移出されていたことを





























渡邊武・後藤實（1949）「日本産肉桂の研究（第 1 報） ：和歌山産肉桂に就て」『生
薬』 2（1-4）、pp. 6-11。
渡邊武・後藤實（1953）「日本産肉桂の研究（第 2 報） ：和歌山産並に鹿児島産肉桂
に就て」『生薬学雑誌』6（1）、pp. 35-37。
